
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

（ 熊本県立鹿本高等 ）学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
１ 綱領 
  自主自律【進取の気象を涵養する】 
  質実剛健【好学の気風を養成する】 
  師弟同行【敬愛の美風を育成する】 
２ 教育方針 
  「くまもとの教職員像」、「県立中学校・高等学校における教育指導の重点」、「人教育

取組の方向」、「特別支援教育取組の方向」、「学校安全・安心推進課取組の方向」「体
育保健課取組の方向」、「社会教育課取組の方向」及び本校の綱領等に則り、生徒一人一
人の個性の伸長を図りながら、徳・知・体の調和のとれた生徒を育成する。 

３ 教育スローガン 
  探究する生徒の育成 
  ～ 「表面的な問い」から「深い問い」へ ～ 
４ 教育理念 
 （１）基本的生活習慣の確立、規範意識や豊かな人間性の育成【徳育】 
（２）基礎学力の定着、学習意欲の向上、国際性を高め探究する力の育成【知育】 
（３）特別活動や部活動の活性化をとおした健やかな心身の育成【体育】 
（４）進路希望の実現、望ましい勤労観・職業観の育成【進路希望の実現、自己実現】 
（５）保護者や地域社会、大学等の関係機関との連携・協働【開かれた学校】 
（６）業務改善と働き方改革の実現、ワークライフバランスの達成 

【信頼される教職員の育成】 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの新しい学びのスタイルによる学力向上・進路実現 
（１）学びの質を高めるための、ＯＪＴ等による授業方法の工夫・改善  
（２）年間の指導と評価の計画や観点別学習状況評価、成績評価規定の検証 
（３）生徒発表会や各種検定、各種大会等の積極的・戦略的な利活用による、個々の生徒へ 

の的確な支援 
（４）外部講師による講演会や企業見学、実習等による望ましい勤労観・職業観の育成 

２ 教職員が生徒一人一人に寄り添い支援することによる自主自律の精神の育成 
（１）相手を尊重する関係づくりに根ざした人権意識、規範意識の醸成 
（２）教職員が情報を共有し、一丸となって取り組む個々の生徒に対する心の支援 
（３）危機管理（交通マナーやヘルメット着用、ネットトラブル、防犯、自然災害等）に対 

する意識の醸成と危機回避能力の育成 
（４）特別活動や部活動の活性化による表現の場の保障と相互尊重の意識の醸成 

３ 本校ならではの教育活動や関係機関との連携・協働によるイノベーターやグローカルリー 
ダーの育成 
（１）ＳＳＨ等を活用した大学等との連携・協働による指導方法の充実・深化 
（２）留学生との研修や台湾修学旅行等、これまで培ってきた本校ならではの教育資源の有 

効活用 
（３）保護者や地域社会、同窓会に本校の取組について理解を得ることによる外部環境の充 
  実 
（４）戦略的な広報活動や探究活動の取組推進による意欲的な生徒の確保 

４ 「働き方改革」を念頭に置いた業務改善及び、外部専門家の活用、学校行事の精選、職場 
環境の向上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

本校の教
育目標を
理解して
いる。 
 

・カリキュラム･
マネジメントの
実践 

・ＳＳＨ事業
を軸足に据え
た教育活動を
推進し、各取
組のブラッシ
ュアップを図
る。文科省か
らの中間評価
で一定以上の
高評価を得 
る。 

・高大連携、
小高連携等、
新たな外部機
関との連携に
取り組む。課
題研究の質的
向上を図り、
外部発表会等
で成果を残す
生徒を育成す
る。 
・新聞や各種
研修等におい
て知り得た有
効な情報は、
止めずに積極
的に担当部署
との共有を図
る。 

Ａ 

○学校間交流では
、山鹿小学校での
水泳指導、かもと
稲田支援学校との
交流活動に加え、
米野岳中学校生徒
会との合同研修を
新たに実施するこ
とができた。 
○スポーツ健康科
学コースでは、年
間を通した大学と
の連携事業を実施
した。 
○課題研究では、
２年生が１名日本
化学会九州フォー
ラムで奨励賞を受
賞した。 
○生徒の対外的な
コンテスト、行事
等への参加者も前
年度から増加して
いる。 

・教職員の探
究型クロスカ
リキュラム実
施率１００％
を達成する。 

・職員研修等
を通じて教職
員の意識高揚
を図り、教職
員が気軽にク
ロスカリキュ
ラム等に取り
組めるような
雰囲気を構築
する。 

○年度当初から研
究開発部が職員研
修を実施し、非常
勤講師を除くすべ
ての教員がクロス
授業の実施した。 
●SSH第Ⅱ期申請に
向け、今後は内容
の充実を図ってい
く必要がある。 

・ＩＣＴの新
たな活用に１
つ以上取り組
む。 

・情報活用推
進リーダー会
で研修等を企
画する。 
・校内研究を
通して、デジ
タル採点を浸
透させる。 
・更なる働き
方改革に着手
し、教職員が
外部研修等に
参加できる時
間を確保す 
る｡ 

○５月にデジタル
採点に関する職員
研修を実施し、各
教科で導入し採点
業務の軽減につな
がった。 
○働き方改革の研
修に教頭が参加し
衛生委員会にて復
講した。 

学校運営
協議会（
総合型）
が機能し
ている。 
 

・年３回の協議
会で､委員からの
意見の聴取 

･本年度の重
点取組を提示
し、協議の柱
を明確にす 
る。 

・生徒の課題
研究発表や授
業見学等を協
議会の中で計
画する｡ 
・協議会で使
用する資料は
事前に委員に
郵送する｡ 

Ｂ 

○３回の学校運営
協議会において、
生徒の研究発表や
授業参観をそれぞ
れ実施した。 
○各委員に事前に
資料を配付し、協
議内容の深化を図
った。 
 
 
 



 ・女性委員の
割合を増加す
る。 

・多方面から
委員を選出し
客観的な評価
をいただく｡ 

○昨年同様３名（3
0%）の女性委員の
割合であった。 

組織体と

しての一

体感が醸

成されて

いる。 

・職員の連携・
情報共有、協力
体制の整備、管
理職への報告･連
絡･相談の徹底 

・運営委員会
の議題等は部
会等を通じて
確実に全職員
で共有し、課
題解決に向 
け､各部・各
係の連携強化
を図る。 

・各部署で得
た情報は個人
情報に配慮し
ながら積極的
に発信し、共
通理解を図 
る｡ 
・組織的な動
きの中で、各
部を越えた協
働作業を推奨
し、支援す 
る。 
・個々の職員
のアイデアや
積極的な取組
を推奨し、支
援する｡ 

Ｂ 

○運営委員会の内
容は、各部会等を
通じて主任・主事
が確実に復講し、
全職員で共通理解
を図った。 
○職員用の休憩室
を整備し、職員が
働きやすい環境整
備をすすめてい 
る。 

積極的に

業務改善

を図り、

職員の働

き方改革

に取り組

んでい

る。 

・一歩踏み込ん
だ業務改革の推
進 

・校務全般を
見直し､スク
ラップアンド
ビルドに学校
全体で取り組
む。 

･各部で企画
する行事につ
いては、費用
対効果を検証
する等、積極
的に見直しを
図る。 

Ｂ 

○各部ともに、企
画を実施するにあ
たり、前年の反省
を生かし改善に取
り組んだ。 

・男性の育休取
得推進 

・男性の育休
完全取得を達
成する。 

・職員研修を
行い、対象以
外の職員の理
解を深める。 
・対象の職員
に働きかけ 
る。 Ｂ 

○育児休業を取得
した男性職員はい
なかったが、学校
人事課作成の取得
体験談を職員に周
知した。 
○年休に頼らず、
看護休暇等の取得
推進を行い、子の
看護休暇について
は、取得した８人
中６人が男性職員
であっ 
た。 

・職員の休暇取
得率向上 

・昨年度から
の取組の徹底
を図ると共 
に､新たな働
き方改革につ
ながる取組を
提案し、職員
の年休等の取
得率向上を図 
る。 

・月２日の定
時退勤日の徹
底を図る。 
・衛生委員会
を通じて職員
の心身の健康
状態の把握に
努め、年休取
得１０日以上
を全職員が達
成するよう、
積極的に管理
職からの声掛
けを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

○月１日のノー残
業デーと各自が設
定する月１日のノ
ー残業デーを設定
した。 
●職員の平均時間
外勤務時間は昨年
度と比較すると、
月時間増加した。 
○１月までの平均
年休取得日数は９
日強であった。 



 
学力  
向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育目標
に沿った
教育課程
が編成さ
れ、教職
員の共通
理解によ
り適切に
運用され
ている。 

・適切な教育課
程の編成 

・学習指導要
領の趣旨を踏
まえながら、
生徒にとって
より良い教育
課程となるよ
うに教育課程
の編成を行う
とともに見直
しを行う。 

・県の教育課
程研究協議会
の復講を各教
科で確実に行
い、協議会の
内容を踏まえ
ながら教育課
程検討委員会
で検討すると
ともに、新課
程の学習評価
についても引
き続き情報収
集及び研究を
行う。 

Ｂ 

○県の教育課程研
究協議会の復講と
ともに、よりよく
なるように教育課
程の検討も行って
いる。また、新課
程の学習評価につ
いても、引き続き
情報収集や研究を
進めていく。 

・教育課程の適
切な運用 

・行事等の早
期把握に努 
め、適正な授
業時間の確保
に努める｡ 

・全教科シラ
バスを作成 
し、生徒に提
示する。 
・他の部署と
連携した行事
設定をする。 

Ｂ 

○全教科のシラバ
スをchromebookで
生徒に提示するこ
とができた。 
●曜日調整や行事
の設定について 
は、現在も行って
いるが、今後も継
続して行ってい 
く。 

・定期考査問
題や観点別学
習評価の精度
を高める。 

・教科間で考
査問題や評価
についての検
討時間が十分
に確保できる
よう、働き方
改革を推進す
る。 

○評価についての
検討時間確保のた
めに、各学期末の
３日程度を４５分
授業にするよう計
画し、実施した。 

適切な学
習指導が
なされて
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・分かりやすい
授業の実施 

・研究授業、
授業公開、授
業評価アンケ
ートを他の部
署と連携し計
画・実施す 
る｡ 

・研究授業 
は、各教科で
県内の指導教
諭等を招き、
年１回以上実
施する。 
・授業評価ア
ンケートを年
２回実施す 
る｡ 

Ｂ 

○各教科で研究授
業を実施し、授業
力向上に資するこ
とにつながった。 
○chromebookを利
用して授業評価ア
ンケートを２回実
施し、個人での評
価を確認するとと
もに担当者の業務
の負担軽減につな
げることができ 
た。 

・個に応じた適
切な指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・誰一人取り
残さない指導
の充実を図 
る｡ 

・長期休業中
の特別補習授
業を計画し実
施する。 
 

Ｂ 

○夏季と冬季休業
中に特別補習授業
を計画し実施する
ことができた。該
当生徒の取り組み
方も概ね良好であ
った。 

・小テストを
実施し､基礎
学力の養成を
図る。 

・学習支援ツ
ールを活用し
て国数英の小
テストを実施
し、主体的な
進路選択に必
要な基礎学力
を養成する(
１･２年)。 

○朝の小テストを
実施し、ペーパー
よりも取り組み状
況は良くなってい
る。 
●教員の操作習熟
度に差がある。 
●実力向上につな
がる方法の改善は
必須である。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・手帳を効果
的に活用し、
家庭学習時間
の確保に努め
る。 

・手帳の記入
を通して、自
己の生活や学
力を客観的に
捉える力を育
て、主体的・
計画的に学習
に取り組む姿
勢を全学年で
涵養する｡ 

○生徒は自身の予
定把握に活用して
いる。 
●集会への持参な
ど、声掛けをしな
ければなかなかで
きないのが現状。 
 

・生徒の進路
希望に応じた
個別指導を実
施する。 

・進路希望先
や選抜方法に
対応した個別
指導の充実を
図る。 

○それぞれの進路
に応じて、個別的
に指導することが
できている。 

・授業改善の取
組 

・「主体的・
対話的で深い
学び」の授業
実践を行う。 
（クロスカリ
キュラムの実
践１００％） 

・教育課程関
連表を作成す
る。 
・職員研修を
実施する。 
・ICTの積極
的活用を推進
する。 

Ａ 

〇クロスカリキュ
ラム１００％を達
成した。 
●課題研究につな
げるクロスカリキ
ュラムの計画につ
なげる必要があ 
る。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の組
織的推進
が図られ
ている。 
 

・キャリアパス
ポートの実践 

・PDCAサイク
ルの指導の実
践を行う。 

・キャリアパ
スポートを活
用し、適宜自
己の振り返り
を行わせ、深
い自己理解に
基づいた主体
的なキャリア
プラン構築へ
つなげる。 
・出前講義を
充実させる。 

Ｂ 

○出前授業や大学
訪問、進路学習な
どを計画的に実施
し、進路について
学ぶ機会は多く提
供できている。 
●参加の意欲に個
人差がある。自身
の進路を自分事と
して考えさせるま
でに至っていな 
い。 

 ・インターン
シップを実施
する（体験率
８０％以上達
成）。 

・HR等を通じ
て、積極的に
情報を流す。 

〇２年生対象のイ
ンターンシップに
は２３名が参加。
看護体験には２４
名が参加した。１
０月・１２月には
半導体人材育成事
業で計６０名が熊
本大学・崇城大学
を訪問した。 

進路情報
や個人的
資料が収
集・活用
されてい
る。 
 

・進路決定の参
考になる資料の
提供 

・大学入試の
情報整理と共
通テストに向
けての対策を
研究する。 

・各大学の入
試説明会等を
活用し情報収
集を行う。 

Ｂ 

〇進路についての
情報提供はできて
いる。 
●生徒本人の意欲
的な進路研究を喚
起することができ
ていない。 

・外部講師を
招き、進路講
話を実施す 
る｡ 

・小論文対策
や受験指導に
ついて、外部
講師による講
話を計画・実
施する。 

●外部講師のレク
チャーやオンライ
ン教材を準備した
ものの、参加・利
用状況には改善の
余地がある。 
 
 
 
 
 
 
 



・進路検討会の
充実 

・模試結果の
分析と定期的
な進路情報の
提供を行う。
  

・各学年の進
路検討会を定
期的に開催 
し､模擬試験
結果の分析と
情報共有を行 
う｡     
・大学入試問
題研究の研修
を行い、教科
の枠を越えて
入試情報の共
有を図る。 

Ｂ 

〇進路検討会は、
さまざまな側面か
ら生徒の進路につ
いて考える充実し
たものになってい
る。 
●情報をいかに生
徒や保護者と共有
するかに課題があ
る（個別対応せざ
るを得ない）。 

進路相談

が適切に

行われて

いる。 

・個人面談の充
実 

・年間を通し
て、計画的に
二者面談、三
者面談を推進
する。 
・１年生で 
は､家庭訪問
等を実施す 
る。 

・年間３回の
面談週間を設
定し、十分な
面談時間を確
保する｡ 
・早めに日程
調整に取りか
かる。 

Ａ 

〇面談期間が設け
られたことによ 
り、生徒と話す時
間は飛躍的に増え
ている。 
○2年生の巡回面談
では、教科担当者
と面談した生徒も
多く、学習意欲を
高める上で非常に
効果があった。 

 
生徒  
指導 
 

学校全体
で生徒指
導に取り
組む体制
が整備さ
れてい 
る｡ 
 

・｢鹿本高校生徒
心得」（校則）
を基盤とした基
本的な生活習慣
の確立 

・本校三綱領
をもとに、生
徒が自ら考え
行動する姿勢
を身につける
ための支援を
行う｡ 

・｢鹿本高校
生徒心得」（
校則）のHP掲
載や教室掲示
等を行うこと
で周知徹底を
図り､生徒が
自ら考え、行
動することを
支援する。ま
た、手帳に貼
付させ、個々
で確認できる
ようにする。 

Ａ 

〇概ね本校生徒心
得を理解し、自ら
考え行動すること
ができている。 
●自分優先の生徒
も若干いる状況で
ある 

・｢鹿本高校
生徒心得」（
校則）につい
て、生徒の意
見を積極的に
聞き、適宜見
直しを行う。 

・アンケート
や生徒会との
意見交換の場
を設定し、校
則を時流に沿
ったものにす
る。 

〇生徒会と意見交
換を行い、現状の
課題と校則の見直
しを行うことがで
き、来年度からの
心得を作成するこ
とができた。 

規範意識
の向上に
向けた指
導を行っ
ている。 
 

・全職員の共通
理解の下での､全
校集会や学年集
会における指導
の徹底 

・タイミング
よく全校集会
や学年集会を
開き、指導を
徹底する。 

・挨拶、授業
態度、掃除等
の日常生活を
通し、些細な
部分も見逃さ
ず、全職員が
協力して指導
をする｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

〇適宜学年集会等
を実施し、生徒へ
の連絡や指示、指
導ができた。 



安全への

意識向上

に向けた

指導を行

ってい

る。 

・自転車二重ロ
ック及びヘルメ
ット着用の推進 

・自転車通学
生及び単車通
学生の交通安
全指導を徹底
し、交通事故
・交通違反件
数を昨年度以
下にする｡ 

・ヘルメット
着用を推奨し
、集会や各教
室で呼びかけ
る。３学期よ
り完全着用を
目指す。 
・単車通学生
には実技講習
会を実施す 
る｡ 
・通学別に集
会を実施し、
交通ルール遵
守やマナーア
ップについて
指導する。 

Ａ 

〇3学期からのヘル
メット着用義務化
はセレモニー等の
効果もあり、１０
０％を達成できて
いる。 
〇交通事故・交通
違反については前
回の報告から起こ
っていない。 

保護者や

地域社会

との連携

が整って

いる。 

・PTAとの連携 ・学校行事や
地域の行事等
に積極的に参
加すること 
で、情報交換
や連携を行 
う。 

・山鹿市青少
年育成健全大
会や山鹿市主
催のボランテ
ィア等に参加
し、地域との
関わりを密接
にする｡ 

Ａ 

〇積極的な参加が
行われている。さ
らに多くの生徒が
参加できるよう進
めたい。 

・近隣校との連
携 

・近隣校との
情報交換を積
極的に行う。 
・校種を越え
た連携を行 
う。 

・校則等につ
いて、他校と
積極的に情報
交換を行い、
地域との一体
感醸成につな
げる。 

Ａ 

〇生徒会交流をは
じめ、様々な場面
で情報交換を行う
ことができた。 

生徒の自

主的・自

発的な活

動がなさ

れてい

る。 

・生徒会活動、
各委員会の活性
化  

・生徒自身が
動きやすい組
織づくりを推
進し、生徒会
主催行事の充
実を図る。 

・各委員会を
委員長主導の
形で運営す 
る｡ 
・企画運営等
は生徒主導で
行う。 

Ｂ 

〇行事等は充実し
ている。 
●生徒会役員や各
種委員会の引継ぎ
等について課題が
残る。担当職員の
負担が大きい状況
である。 

・部活動の活性
化 

・メリハリの
ある活動に各
部で取り組 
む｡ 

・活動開始時
間と活動終了
時間の厳守に
努める。 

Ｂ 

●下校時間は概ね
守られているもの
の、下校中に近隣
施設を利用し帰り
が遅くなる生徒が
いることがある。 

人権教
育の推
進 

人権意識
の向上に
向けた取
組をすべ
ての教育
活動を通
じて行わ
れてい 
る｡ 

・職員研修の実
施 

・教職員の人
権感覚の向上
を図る。 

・生徒理解研
修を年２回実
施する。 

Ａ 

○生徒理解研修を
４月と１０月の２
度実施し、個別の
生徒についての状
況や留意点を共有
した。 

・自他を大切
に尊重できる
生徒を育成す
る。 

・SCによる職
員研修を実施
する。 
・研修の成果
を生かし、個
に配慮した指
導を行う。 

○ＳＣによる研修
は生徒理解研修と
併せて２回実施し
た。 
１回目（４月）：
緊急時対応・スト
レス対処 
２回目（１１月）
：職員向けメンタ
ルヘルス研修 
 
 
 



豊かな人
間関係づ
くりに向
けた指導
ができて
いる。 

・一人ひとりの
生徒が尊重され
る環境づくり 

・生徒の自主
自律、自己決
定能力、コミ
ュニケーショ
ン能力を高め
る指導を行 
う｡ 

・心のアンケ
ート、心と体
の振り返りシ
ートを活用し
た実態把握と
支援を行う。 
・ソーシャル
スキルトレー
ニングをSCの
助言を仰いで
実施する。 

Ａ 

○「心と体の振り
返りシート」（６
月）・「心のアン
ケート」（１２月
）や学期はじめの
面談による実態把
握・支援を進め 
た。 
○SSTは９月に学年
に合わせた内容で
実施した。 

命を大切

にする心

を育む指

導に取り

組んでい

る。 

・人間としての
在り方・生き方
の自覚の深まり 

・生徒の自己
肯定感を育成
する。 

・教育相談や
カウンセリン
グ体制を充実
する。 
・様々なスト
レス対処やSO
Sの出し方に
関する指導を
推進する｡ 

Ｂ 

〇カウンセリング
の配置時間を追加
していただき、２
学期まで実施する
ことができた。 
●継続した支援が
必要な生徒が複数
おり、更に追加を
お願いしている。 

・人権教育LH
Rの充実を図
る。 

・人権教育LH
Rを各学年３
回以上実施す
る｡ 

○年３回の人権教
育LHRを実施した。
○人権教育講演会
では、生徒の状況
に合わせ情報モラ
ル教育を取り入れ
改善した。 

いじめ
の防止
等 

インター
ネットや
携帯によ
るいじめ
などの防
止に努め
ている。 

・情報モラル教
育の充実・徹底
を図る。 

・外部講師に
よる情報モラ
ル講演会を実
施する。 

・情報モラル
教育の充実・
徹底を図る。 

Ｂ 

〇講演会だけでは
なく集会やＨＲ等
においても呼びか
けを行った。 

・生徒会によ
る「いじめ根
絶運動」を促
進する。 

・各クラスの
代議員を中心
に、生徒の自
発的な取組と
なるよう支援
する。また、
保護者との連
携強化を図 
る。 

〇定期的に生徒会
生徒が呼びかけて
いる。継続してい
きたい。 

いじめを
未然に防
ぐ体制・
意識が確
立されて
いる。 

・いじめ問題検
証委員会の活用
及びネットいじ
め等、早期対応
推進事業の活用 

・「いじめは
必ずある」と
の前提に立 
ち､学年間で
の情報交換を
密にし、常に
アンテナを高
くしていじめ
等の未然防止
に取り組む。 

・スクールサ
インへの登録
を奨励する。 
・あらゆる教
育機会を通し
て、「相談す
ることは正し
い行為である
」という認識
を持たせる指
導を行う。 
・学年内・学
年間での密な
情報交換を行
い、未然防止
に努める。 

Ａ 

〇心のアンケート
やスクールサイン
等での相談に対し
て職員間で連携 
し、速やかな対応
ができている。 



地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校防災
体制の整
備と防災
教育を推
進してい
る。 

・生徒、職員の
防災意識の高揚 

・生徒、職員
の防災意識の
高揚を図るた
めの防災教育
を推進する。 

・避難訓練(
避難経路確 
認､防消火訓
練､シェイク
アウト訓練)
を実施する。 
・防災だより
を発行する。 
・地域の防災
訓練へ参加す
る。 
・危機管理マ
ニュアルの見
直しを行う。 
・LHRでマイ
タイムライン
を作成する。 

Ｂ 

○１月現在、すべ
ての項目について
計画通り実行でき
ている。 
●これで完成とい
うことはないの 
で、よりよい計画
を目指しさらなる
改善に努めたい。 

総務部と
PTA（保
護者）と
の連携強
化が図ら
れてい 
る。 

・総務部関連行
事、PTA活動の活
性化 

・各学年、各
部、PTA役員
（保護者）と
連携し、学校
行事の円滑な
運営に努め 
る｡ 

・PTAの総務
委員会を中心
として、連携
を密に取りな
がら活動す 
る。 

Ｂ 

○保護者の方々の
協力により、各行
事で円滑な運営が
できた。 

・PTAが関わ
る業務につい
て今一度見直
す｡残すべき
行事・不必要
な行事を精選
する｡ 
 

・PTAとの連
携を大切にし
ながら、積極
的に活動内容
の精選を行 
う。 

●PTA組織は大きな
改革を行った。見
直しは継続して徹
底したい。 

奨学金等
の支援活
動が確実
かつ適切
に行われ
ている。 

・保護者・生徒
への周知の徹底
と適切な事務処
理 

・保護者、生
徒へ奨学金の
情報を提供し
､生徒の就学
支援を行う。 

・日本学生支
援機構の奨学
金に関して、
説明会を実施
する。 
・奨学金の募
集要項をPDF
ファイルにし
すぐーるで配
信することに
より周知徹底
を図る。 

Ａ 

○各項目について
非常にスムーズに
実施することがで
きた。 

・ミスのない
事務処理を行
う。 

・複数の担当
者でチェック
する体制を構
築する。 

○きちんとしたチ
ェック体制が確立
できた。 

地域の自
然や文化
財、伝統
行事等の
教育資源
を活用し
ている。
地域団体
（住民）
との連携
が活発で
行われて
いる。 
 

・地域の伝統行
事等への理解と
参加 

・理数探究に
おいて､地域
との連携を促
進する。 

・市町村役場
、小学校や中
学校、地域事
業所との連携
を充実させ 
る。 

Ｂ 

〇やまが未来創造
塾との連携を行っ
た。 
●今後の連携の在
り方の検討が必要
である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・地域団体・地
域住民との交流
促進 
 

・生徒のボラ
ンティア活動
の積極的参加
を推進する。 

・ボランティ
アや交流事業
等を生徒へ案
内し、積極的
参加を促す｡ 

Ｂ 

〇積極的な参加が
できている。 
●ボランティア等
参加している生徒
の頑張りをもっと
発信できるように
していきたい。 

・生徒の中高
連携、小高連
携、地域連携
行事を推進す
る。 

・One teamプ
ロジェクト事
業を通して、
地域の県立高
校間の連携を
更に深める。 

〇One Teamプロジ
ェクトは「古代米
」と「菊池川流域
」の２本のプロジ
ェクトにかかわっ
た 
●One Team事業終
了後の在り方を検
討する必要があ 
る。 

保護者や
地域の方
々の学校
の活動内
容への理
解が進ん
でいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・学校の将来を
見据えた戦略的
な情報発信 
 
 
 

･年間を通し
て、情報発信
のターゲット
を明確にし、
戦略的な広報
活動に取り組
む｡ 

・職員のアイ
デアを積極的
に生かし、総
務部広報班と
連携し､組織
的な広報活動
を展開する。 

Ｂ 

○HPの更新だけで
なく、インスタグ
ラムでの広告掲載
や鹿校通地区での
文化祭ポスターの
掲示など情報発信
を活性化した。 
○年間を通して、
主幹教諭による中
学校訪問を行い、
学校の情報発信を
行った。 

・学校HPの定
期的な更新を
行うととも 
に､閲覧する
側の視点に立
ったHPの改善
に取り組む。 

・総務部広報
班がリード 
し、閲覧する
側の視点に立
ったHPの改善
を図る。 
・全職員の協
力を呼び掛 
け、HPを作成
する。職員の
HP更新のサポ
ートを積極的
に行う。 

○見やすい形を目
指して改革を実施
してきた。非常に
良い反応を頂いて
いる。 

・マスコット
キャラクター
「しかモン」
を効果的に活
用する｡ 

・学校行事等
への登場機会
を拡大する 
等、広告塔と
して積極的に
活用する。 

○継続して活用の
場を広げている。 

・様々な広報
活動に取り組
む。 

・学校広報誌
「鹿本高校Ne
ws」を月１回
発行する。 
・PTA文化広
報進路委員会
を定期的に開
き、PTA新聞
「めいりん」
を発行する。 
 
 
 
 
 
 
 

○予定通り定期的
な発行ができてい
る。 
○保護者の方々の
ご協力を得ながら
発行している。 



・教育相談体
制やカウンセ
リングなどに
関する周知を
徹底する。 

・入学時やPT
A総会におい
て、本校の教
育相談体制や
カウンセリン
グについて説
明する。・SC
通信の発行に
より啓発を行
う。 
 

○入学時・保護者
会でＳＣ制度を周
知し、利用を呼び
かけた。また、生
徒の状況に応じて
保護者にもカウン
セリングの時間を
設定した。 
○３月に中学校と
の情報交換（訪問
）を予定。引継ぎ
事項については次
年度の生徒理解研
修に生かす。 

・中学校や保
護者に向けて
公開授業を行
う。 

・PTA総会時
に公開授業を
行う。案内は
可能な限り早
めに出す｡ 

・PTA総会時に行っ
た公開授業には１
００名を超える保
護者の参観があっ
た。 

・３年間を見
通した進路指
導年間計画の
改善と周知を
図る。 

・進路通信、
進路のしおり
を発行し、進
路指導に活用
する。 
・保護者集会
を通じて、進
路情報を提供
する。 

〇進路関連の行事
については、ほぼ
すべてHPに記事を
掲載することがで
きた。 
●3年間を見通した
進路指導のビジョ
ンがまとまってい
ない。 

・SSH事業、
授業、教師や
生徒を紙媒体
及びウェブサ
イトで広報す
る。 

・校内の授業
やSSH事業、
そして様々な
優れた取組を
取材し広報す
る。 

〇SSH通信３１号～
３８号を発行 
した。 
〇ウェブサイトも
高頻度に更新し 
た。 

 
保健安
全管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全点検
や環境美
化に関し
て積極的
に業務改
善を図 
り、職員
の働き方
改革に取
り組んで
いる。 

・安全点検の実
施と改善と点検
方法の簡素化を
図る。 

・学期に１ 
回、校内安全
点検を明確に
して１００％
実施する｡ 

・点検率１０
０％を達成す
る。業務軽減
のためにフォ
ームズでの回
答とする。 

Ａ 

〇２学期も点検率
１００％を達成す
ることができた。
３学期も２月に点
検を実施する予 
定。１００％を目
指す。 

・美しい学校づ
くり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・UD化を意識
した校内の美
化活動を推進
する。 

・掲示物等の
張り方等、校
内の至るとこ
ろに気を配 
り、美化活動
に取り組む。 

Ａ 

〇新たな取り組み
はできなかった 
が、次年度に向け
て美化意識の向上
に取り組んでいき
たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・環境ISO宣
言に基づいた
取り組みを前
年度比１パー
セント削減を
目標にする。 

・環境美化委
員会中心に、
環境ISO宣言
に基づいた取
り組みを行 
う。 
【職員】印刷
用のコピー用
紙を令和５年
度比１％削減
する。 
【生徒】水道
使用料を令和
５年度比１％
削減する。 

〇本年度４月１日
から山鹿市におい
て、２８年ぶりに
水道料金の増額改
定が実施されたた
め料金の減額が叶
わなかった。コピ
ー用紙削減は年間
を通して削減目標
に届くことができ
た。次年度は更な
る共有を図り各職
員室で印刷時の両
面使用や裏紙使用
の促進とchromeboo
kで配信することを
優先する等有効活
用していきたい。 

健康教育
の推進 

・健康課題をも
とに生徒保健委
員会活動の活性
化を図る。 

・保健委員の
自主的な活動
と啓発活動を
推進する。 

・キャンペー
ン活動や文化
祭の取組､保
健だよりを定
期的発行す 
る。 

Ａ 

〇キャンペーン班
は７月にチラシ作
成、１２月に保健
所からの依頼をう
けてレッドリボン
ツリー作成、設置
の活動を行った。
文化祭班はスマホ
と健康をテーマに
ステージ発表をお
こなった。保健だ
よりは定期的に発
行できており、保
健だよりコンクー
ルにて優秀賞を受
賞した。 

・学校保健委員
会の充実を図 
る。 

・学校保健委
員会を開催す
る。 

・学校医、PT
Aと連携し３
学期に開催す
る｡ Ｂ 

〇２月に開催予定
である。今年度も
三師会、PTAの参加
が見込まれてお 
り、有意義な会と
なるよう準備を進
めている。 

・講演会等を実
施する。 

・保健体育科
と連携し、計
画的に健康教
育、性教育を
実施する。 

・性教育講演
会、薬物乱用
防止教室を実
施する。応急
手当研修会も
実施する。 

Ａ 

〇各健康教育につ
いて、計画どおり
実施することがで
きた。薬物乱用防
止教室について 
は、昨年度まで、
２年生限定で行っ
ていたが、近年の
生徒を取り巻く環
境を考慮して、全
学年を対象に実 
施。内容も、大麻
とオーバードーズ
を取り入れてもら
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

教育環

境整備 

施設設備

の安全･

維持管理

のための

点検整備

がなされ

ている。 

・安心して教育
活動に取り組め
る環境づくり 

・安全で整理
整頓された敷
地・校舎の維
持管理に必要
な対策を行 
う。 

・根本的な施
設設備の維持
管理、改修等
については、
県の長寿命化
プランや営繕
工事計画に基
づき、計画的
に進めてい 
く。 
・緊急対応事
項や営繕工事
計画に掲載さ
れていない事
項は、校内巡
視や職員等か
らの要望を踏
まえて随時把
握し、学校全
体で対応す 
る。 
・生徒や教職
員が安心・安
全かつ快適に
教育活動に専
念できるよ 
う、迅速かつ
丁寧に対応す
るよう心がけ
る。 

Ｂ 

●県の長寿命化プ
ランにおける本校
の個別プランは示
されず、進展がな
かった。今後も早
急なプラン提示を
働きかけていく。
〇緊急対応事項や
要改善項目には迅
速な対応ができ 
た。予算上、次年
度以降へ持ち越さ
れた案件もあるの
で、早期実施に向
けて取り組んでい
く。 
〇教育環境の改善
に係る項目は、優
先的な予算運用が
できた。 

・安全で整理
整頓された敷
地 
・校舎の維持
管理に必要な
対策を行う。 

・校内の不良
箇所につい 
て、情報を収
集し、事務部
と連携し迅速
に対応する。 

〇校内安全点検率
１００％を達成で
きた。また、校内
の不良個所につい
ても早急に対応し
て頂いた。 

図書館

教育 

メディア

リテラシ

ー能力

（情報を

評価･識

別する能

力）を育

てる。 

・読書習慣の定
着 

・年間貸出冊
数生徒１人あ
たりの平均６
冊 

・掲示物や図
書館だよりを
工夫する。 

Ｂ 

○電子図書館を導
入した。 
●実際の読書量の
把握ができない。
紙の本の平均は一
人３．３冊（コミ
ック貸出が激減）
であった。 

・学習、探究、
情報センターと
しての図書館づ
くり 

・図書館の有
効活用を推進
する。（年間
１５０時間） 

・理数探究や
その他の授業
の取組と連携
し、図書館の
活用頻度を高
める。授業等
で活用しやす
い図書館にす
るため、レイ
アウト等の工
夫を検討す 
る。 

〇２学期末で１１
４時間の活用があ
った。 
●テーブルと椅子
が老朽化してい 
る。 

 

４ 学校関係者評価 
〇働き方改革に関して、生徒たちの探究活動の指導にかかる職員の負担が心配な面であるが、
時差出勤の活用の推奨や男性職員の育児関係の休暇取得を進めているなど、柔軟に対応されて
いると評価している。 
○ボランティア活動など、子ども同士の交流や体験入学等を通して、中学生や保護者に鹿本高
校の教育活動の様子をより、アピールすることが更なる学校活性化につながっていくのでない
か。 



○台湾への修学旅行、OneTeam事業での他校との連携、やまが未来創造塾との連携など、グロー
バルな活動から地域同士の交流など活性化してほしい。 
○小学校との連携は、小学生とって鹿本高校を将来的な目標になるよい機会と思うので、今後
も続けて欲しい。 
○学校評価アンケートにおいて、保護者の回答が高い値が出ており、保護者と高校のつながり
の強さが感じられた。 
○社会が変化していく中で、教職員もそれに対し対応してほしい。 
○読書習慣の定着については、社会で必要とされる対人感受性の磨くため必要なことと思う。
読書量の把握ができないという課題に対しては、工夫をお願いしたい。 
○スクールミッション、スクールポリシーを体現する学校運営がなされていると感じる。全体
的に自己評価が前年より低かったことは、教職員がそれぞれの場面で問題意識を持ち、取り組
んでいるためだと理解した。 

 

５ 総合評価 
１ 本年度の学校教育目標 
ＳＳＨ指定４年目を迎え、前年度以上に職員の意識が向上し、協力体制が進んだ。先進校視察

や各校の発表会に積極的に参加する職員も増えてきた。また、授業改革への取組も向上し、本校
の柱の一つであるクロス授業の実施100%の目標が達成することができた。このような職員の取組
が生徒にも伝わり、学校評価アンケートにおいて「授業が工夫されている」と答えた生徒が９割
を超えた。また、生徒の外部大会への出場やコンテストへの応募総数は、本年度は延べ６１７件
と昨年度の５９７件からさらに増え、高校生ビジネスグランプリや日本化学会九州支部フォーラ
ムで表彰される生徒も現れ、質の向上を実感している。来年度は、ＳＳＨ第Ⅱ期の申請を控えて
おり、今年度の取組をブラッシュアップさせ、県北地域唯一のＳＳＨ校としての使命を果たして
いく。 
２ 本年度の重点目標 
 ＳＳＨ事業を中核に据えた教育活動の成果として、ＳＳＨ第１期生となる３年生の学校推薦等
を利用した国公立大学への合格者数や理系学部への進学者数の増加が挙げられる。小まめに生徒
と面談を行いながら、個々の生徒に寄り添った教育を実践していることが、学校評価アンケート
結果からもうかがえ、９割以上の生徒・保護者が「本校に入学して良かった」、「子どもを本校
に入学させて良かった」と評価している。 
 職員の働き方改革については、年休取得日数の目標は達成、時差出勤の推進できたが、平均の
時間外業務時間は前年度より増えており、次年度も継続して取り組んでいかなければならない。
明確なゴールが見えるものではないが、生徒・保護者にも理解を求めながら、働きやすい職場づ
くりを進めていく。 
３ 自己評価総括表 
 学校運営協議会で各委員から出された意見等を踏まえ、今年度は大項目「生徒指導」の中の
「部活動の活性化」を自己評価から引き揚げた。全体的に前年度より自己評価が下がった項目
が増えたが、本校の現状に満足していない教職員の意見を反映したものであり、運営協議会委
員の方からも、前向きにとらえていただいている。 
 「生徒指導」、「保健安全管理」等の項目では、十分な成果が得られたと感じている。一方
「学力向上」、「キャリア教育」の項目では、更なる改善を図っていく必要を感じている。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
今年度「探究する生徒の育成～『表面的な問い』から『深い問い』へ～」を教育スローガンと

し、授業だけでなく校内外の活動に参加しながら、多様な人々との交流を通して、生徒の探究力
を向上させることを目指してきた。３回の学校関係者評価委員会では、授業見学や生徒の成果発
表を行い、各委員から生徒の様子を見ていただき、本校の現在や未来のことについて、親身にな
って、考えていただいている。生徒たちの変容も着実に見てとれ、学校改革が進んでいることを
実感している。 
来年度は、本校教育活動の柱であるＳＳＨ指定のⅠ期総括の年であり、Ⅱ期申請を行う年とな

る。これまでの５年間の教育活動が大きく評価される年であり、鹿本ＳＴＥＡＭ、山鹿サイエン
スプログラム、探究型クロスカリキュラム等本校の取組を更に改善・充実させ、次の開発計画に
つなげていく。これを通して、魅力ある学校づくりを推進し、生徒募集にも繋げたい。特に、普
通科とみらい創造科グローバル探究コースについては、次年度の入学定員確保に向け、これまで
の取組を工夫し、活動を推進していく。定員割れの現状を、少子化の影響として甘んじることな
く、本校の将来を見据えクラス増につなげたい。 
 また、教職員の働き方改革については、単なる時間外勤務時間の減少を目標とするのではな
く、個々の職員の勤務状況を細かく見直し、職員自身も効率化を意識した業務遂行をすすめ、
学校全体として実施していく。生徒の学びを止めることなく、風通しのよい職場づくりに向け 
生徒・保護者の十分な理解を得ながら進めていく。 

 
 
 
 


